
きかせてママの声
菊川市に住むお母さんに
聞きました。

　菊川市に住み１５年ぐらいになります。
　公園やスーパーが近くにあり、駅や東名、空港等の交
通のアクセスも良く生活しやすい環境でとても気に入っ
ています。
　市のイベントや地域の交流行事等、地域の方たちと触
れ合える機会も多いのも魅力の一つです。
　より住みやすい菊川になるよう、今後のより一層の発
展に期待が膨らみます。　　　

� 中村　花織�さん�　　

Ｖｏｌ.23

編集後記
　スクールガードの皆さんにインタビューして皆さんから
子ども達に安全を届けようとする一生懸命さが伝わってき
ました。心優しいスクールガードの仲間が沢山増えて安全
な通学がこれからも続きますようにと強く感じました。コ
ロナ蔓延から人と人の関わりが希薄になった昨今、見守る
笑顔と元気に歩く子ども達の笑顔がずっと浮かんでとても
爽やかな本号編集となりました。
　　� （編集委員　渡辺　修）

　12月定例会の予定  （各日とも午前９時から）
11月

30日（火） 議案の提案説明
12月

 　１日（水） 議案の提案説明
 　6日（月）

一般質問
 　７日（火）

10日（金） 質疑・討論・採決・委員会付託
 22日（水） 委員長報告・質疑・討論・採決
 23日（木） 予備日

※予定が変更になる場合がありますので、
　事前に議会事務局（35-0941）へご確認ください。

２月発行予定です。
（年４回発行）
 お楽しみに！

次回の議会のひろばは

表紙の写真

【無料】地域住民と自治体をつなぐアプリ「マチイロ」
菊川市議会だより「議会のひろば」も登録しています！

https://machiiro.town/map

運営会社情報（お問合せ先）
株式会社ホープ
〒810－0022　福岡市中央区薬院1－14－5　MG薬院ビル7F
092－716－1404（代表）
092－716－1467
代表取締役社長兼CEO 時津孝康
2億4,694万円（平成30年6月末日現在）
一般社団法人 日本広告業協会（JAAA）
自治体の持つ遊休スペースを有料広告枠として活用する

「財源確保支援サービス」などの自治体に特化したサービス

会 社 名
本店所在地
電 話 番 号
F A X 番 号
代 表 者
資 本 金
所 属
事 業 内 容

導入実績 約600自治体
【都道府県】

新潟県／東京都／★山梨県／大阪府／★滋賀県／福岡県

【政令指定都市】
札幌市／★浜松市／★京都市／広島市／★北九州市／福岡市

【その他市町村】
★福島県川俣町／秋田県秋田市／★神奈川県厚木市
埼玉県所沢市／★茨城県水戸市／山梨県南アルプス市
★奈良県生駒市／静岡県沼津市／★兵庫県宝塚市
高知県坂出市／★熊本県菊池市／佐賀県武雄市
福岡県太宰府市／沖縄県那覇市 その他多数

【無料】マチイロ

マチイロ　配信中

TEL:092-716-1480　株式会社ホープ マチイロ運営事務局
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【特集】

雪の事故にご注意を！
地域の話題
インフォメーション
編集後記

スクラップスクラップ

広報すまほ
平成30年2月号戻る

マチイロ

ダウンロードはこちら

ご質問・お問合せ先

HPの情報も
まとめてチェック！

住民以外の人にも
情報が届く！

プッシュ通知で
発行をお知らせ！

住民も自治体も
無料で使える！

無料で広報紙をアプリ配信できる

ダウンロードはこちら

のご案内

※2018年1月末日時点
★はコンクール受賞自治体（平成27～29年）

すべての導入自治体は下記よりご確認いただけます。

　マチイロ導入のきっかけは、転入者の方から「これから川俣町に転入予定ですが、マチ
イロで広報紙を読めますか？」と聞かれたことです。

導入前は毎月自分でアップする作業が大変じゃないか、ちゃんと配信されるのか、など
の不安がありましたが、いざやってみると非常に簡単で負担は感じません。
　困ったときは、電話越しですが、まるで顔が見えるような温かい対応をしていただき安心
です。
　依然、紙媒体を根強く支持する高齢者に反し、紙を開くことさえ億劫に感じる若い世代
や子育て世代（20～40代）にもマチイロを通じて広報紙を読んでもらえるようになり※、導入
してよかったと思います。また、町民の皆さんや他市町村の自治体職員から「見たよ」と声を
かけていただくことが、私自身のモチベーションにもつながっています。

マチイロ導入自治体の声マチイロ導入自治体の声

福島県川俣町
総務課文書広報係

斎藤 健太郎さん

福岡県福智町
まちづくり総合政策課
広報・広聴係

日吉 由香さん

熊本県菊池市
市長公室広報交流係

野中 英樹さん

若い世代や子育て世代にも
広報紙を見てもらえるようになった。

広報の研修会で全国の自治体広報担当者と会ったとき、周囲がスマホから簡単にいろ
んな自治体の広報紙を見ていて「福智町は導入してないんですね」と言われたことをきっ
かけにマチイロを知りました。今回、HPのリニューアルと合わせてスマホ版HPも作ること
になり、そのタイミングで導入を決めました。
　作業自体も、導入自治体に事前に聞いたりしていましたが、みんな口をそろえて簡単だ
と言っていた通り何も難しくなく、導入の手続きから広報紙のアップ作業まで簡単に出来
ました。ただ、今PDF作成に少々手間がかかっているので、今後は見開きのPDFのまま
アップできるとありがたいですね。
　今後、マチイロによって、今よりももっと気軽に住民の方が町（や町の発信する情報）に
興味を持つきっかけになればと思います。

導入の手続きも広報紙のアップ作業も簡単。

マチイロを導入する前からネットとの親和性というのは今後の課題と感じていました。
WEB上の他社サービスを使ってみたものの、正直これといったアプリがないと感じて

いた中でマチイロを知り、無料であればやってみようか、と導入を決めました。
導入後も、市民から「スクラップ機能などで自分に必要な部分だけを抜粋して保存し

たりできて便利」、「バックナンバーを見ることができて便利※」という声がありました。
自治体クリップ※で取り上げていただけることも非常に嬉しいですね。これからの時

代、いろんなメディアを使って多角的に情報発信することが必須になる中で、従来とは
違った形で菊池の魅力を発信することにつながっていると思います。マチイロも自治体
クリップもなくてはならないツールですね。

自治体広報がネットとの親和性を高めていく上で、
マチイロはなくてはならないツール。

詳細は中面をご覧ください。 02

マチと住民の距離がグッと近くに！

全国約750自治体で導入中！
さらに、年度内の導入で当年度分のバックナンバーの登録が無料！

※マチイロ利用者属性はP.3をご覧ください。

※バックナンバー：詳細はP.4をご覧ください。
※自治体クリップ：自社運営の自治体オウンドメディア。
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広報コンクール
受賞自治体も
多数導入中！

導入：2017年3月～

導入：2014年11月～

導入：2018年1月～

自治体と地域住民をつなぐアプリ「マチイロ」への広報紙配信のご案内

https://machiiro.town/map

運営会社情報（お問合せ先）
株式会社ホープ
〒810－0022　福岡市中央区薬院1－14－5　MG薬院ビル7F
092－716－1404（代表）
092－716－1467
代表取締役社長兼CEO 時津孝康
2億4,694万円（平成30年6月末日現在）
一般社団法人 日本広告業協会（JAAA）
自治体に特化したサービスを展開
（広告事業、マーケティング事業、メディア事業、エネルギー次号）

会 社 名
本店所在地
電 話 番 号
F A X 番 号
代 表 者
資 本 金
所 属
事 業 内 容

導入実績 約750自治体
【都道府県】

新潟県／東京都／★山梨県／大阪府／★滋賀県／福岡県

【政令指定都市】
札幌市／★浜松市／★京都市／広島市／★北九州市／福岡市

【その他市町村】
★福島県川俣町／秋田県秋田市／★神奈川県厚木市
埼玉県所沢市／★茨城県水戸市／山梨県南アルプス市
★奈良県生駒市／静岡県沼津市／★兵庫県宝塚市
高知県坂出市／★熊本県菊池市／佐賀県武雄市
福岡県太宰府市／沖縄県那覇市 その他多数

無料行政情報アプリ「マチイロ」への広報紙配信のご案内マチイロ

マチイロ　配信中

TEL:092-716-1480　株式会社ホープ マチイロ運営事務局
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【特集】

雪の事故にご注意を！
地域の話題
インフォメーション
編集後記

スクラップスクラップ

広報すまほ
平成30年2月号戻る

マチイロ

ダウンロードはこちら

ご質問・お問合せ先

HPの情報も
まとめてチェック！

住民以外の人にも
情報が届く！

プッシュ通知で
発行をお知らせ！

住民も自治体も
無料で使える！

無料で広報紙をアプリ配信できる

ダウンロードはこちら

のご案内

※2018年9月末日時点

★は公益社団法人日本広報協会「全国広報コンクール受賞自治体（平成27～29年）

すべての導入自治体は下記よりご確認いただけます。

　マチイロ導入のきっかけは、転入者の方から「これから川俣町に転入予定ですが、マチ
イロで広報紙を読めますか？」と聞かれたことです。

導入前は毎月自分でアップする作業が大変じゃないか、ちゃんと配信されるのか、など
の不安がありましたが、いざやってみると非常に簡単で負担は感じません。
　困ったときは、電話越しですが、まるで顔が見えるような温かい対応をしていただき安心
です。
　依然、紙媒体を根強く支持する高齢者に反し、紙を開くことさえ億劫に感じる若い世代
や子育て世代（20～40代）にもマチイロを通じて広報紙を読んでもらえるようになり※、導入
してよかったと思います。また、町民の皆さんや他市町村の自治体職員から「見たよ」と声を
かけていただくことが、私自身のモチベーションにもつながっています。

マチイロ導入自治体の声マチイロ導入自治体の声

福島県川俣町
総務課文書広報係

斎藤 健太郎さん

福岡県福智町
まちづくり総合政策課
広報・広聴係

日吉 由香さん

熊本県菊池市
市長公室広報交流係

野中 英樹さん

若い世代や子育て世代にも
広報紙を見てもらえるようになった。

広報の研修会で全国の自治体広報担当者と会ったとき、周囲がスマホから簡単にいろ
んな自治体の広報紙を見ていて「福智町は導入してないんですね」と言われたことをきっ
かけにマチイロを知りました。今回、HPのリニューアルと合わせてスマホ版HPも作ること
になり、そのタイミングで導入を決めました。
　作業自体も、導入自治体に事前に聞いたりしていましたが、みんな口をそろえて簡単だ
と言っていた通り何も難しくなく、導入の手続きから広報紙のアップ作業まで簡単に出来
ました。ただ、今PDF作成に少々手間がかかっているので、今後は見開きのPDFのまま
アップできるとありがたいですね。
　今後、マチイロによって、今よりももっと気軽に住民の方が町（や町の発信する情報）に
興味を持つきっかけになればと思います。

導入の手続きも広報紙のアップ作業も簡単。

マチイロを導入する前からネットとの親和性というのは今後の課題と感じていました。
WEB上の他社サービスを使ってみたものの、正直これといったアプリがないと感じて

いた中でマチイロを知り、無料であればやってみようか、と導入を決めました。
導入後も、市民から「スクラップ機能などで自分に必要な部分だけを抜粋して保存し

たりできて便利」、「バックナンバーを見ることができて便利※」という声がありました。
自治体クリップ※で取り上げていただけることも非常に嬉しいですね。これからの時

代、いろんなメディアを使って多角的に情報発信することが必須になる中で、従来とは
違った形で菊池の魅力を発信することにつながっていると思います。マチイロも自治体
クリップもなくてはならないツールですね。

自治体広報がネットとの親和性を高めていく上で、
マチイロはなくてはならないツール。

詳細は中面をご覧ください。 02

マチと住民の距離がグッと近くに！

全国約600自治体で導入中！
さらに、年度内の導入で当年度分のバックナンバーの登録が無料！

※マチイロ利用者属性はP.3をご覧ください。

※バックナンバー：詳細はP.4をご覧ください。
※自治体クリップ：自社運営の自治体オウンドメディア。
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広報コンクール
受賞自治体も
多数導入中！

導入：2017年3月～

導入：2014年11月～

導入：2018年1月～

撮影地：平尾地内

菊川市の風景を紹介していきます。
菊川市観光協会主催
第８回　菊川市みどころフォトコンテスト
佳作作品
「イチョウ並木で遊ぶ」
村松　学さんの作品

菊川市議会だより 議会のひろば　15
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本会議・委員会などを傍聴
できます。開催日に議会事
務局へお越しください。

傍　聴

特定のことについて、議会
などに実情を訴え、適切な
措置を要請できます。

陳情・請願

委員会審査案件の審査経緯、
結果などについて、説明会
の開催を要求できます。

市民説明会

あなたもできるこんなこと！

請
願
書

●
議会だより編集委員会　委員長：西下�敦基　副委員長：織部ひとみ　委員：須藤�有紀、渡辺�修、小林�博文、山下�修
●
編
集
発
行
　
菊
川
市
議
会
　
菊
川
市
堀
之
内
61番
地
　
TEL 0537（

35）0941　
FAX 0537（

35）2116
●
菊
川
市
ホ
ー
ム
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ー
ジ
　
http://w

w
w
.city.kikugaw

a.shizuoka.jp/

処分するときは雑がみとして

リサイクルを！

© 菊川市


